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当工業会が属す る鉄鋼業界を取 り巻 く内外情勢 は、2025年 度 も不透明感 な状

況 が継続す ると予想 されてお り予断を許 さない状況 です。国内においては不適

正ヤー ド問題に加え、物価や人件費の上昇、人手不足問題等 が深刻化 してお り、

海外においては米国の トランプ政権による諸政策の変更に伴 う各国の対応 をは

じめ中国鉄鋼業 の過剰生産が東アジアに与える影響等が挙 げられます。

このような状況の下、 日本鉄 リサイクル工業会では、2022年 度よ り取 り組む

方 向性 を下記の通 り大きく4つ に整理 した うえで、それぞれにつき、具体的か

つ積極的な活動 を展開して参 りま した。

L全 国7支 部8委 員会を通 じて、会員企業の現状及び課題の把握

II.把握 した課題解決 に向けた方策の検討 ・実施

皿.鉄 スクラップの一層の循環促進についての行政や関連団体 との議論 ・協議

IV.鉄 リサイクル業界の社会的認知度 の向上

2025年 度につきま しても、上記の方向性を堅持 しつつ、会員各社が将来に亘

って持続可能な発展に向けた事業活動が行 えるよう支援 します。2025年 は工業

会が創立50周 年 を迎 えますが、これまで以上 にチャレンジ精神 を忘れずに以下

の取 り組み を着実 に実行 して参 ります。

L会 員企業の現状及び課題の把握

「委員会、支部、部会の各種活動の活性化と連携強化」

当工業会が直面す る諸課題 についてタイム リーに把握 ・集約 し、会員の

意見等 を十分に踏まえた的確な対応を図 るために、運営委員会 を年4回 開

催す るとともに会員各社 とのコミュニケー ションの強化を図 り、課題解決

に向けて迅速 な対応を行います。

また、支部 ・部会 においても、定例のイベ ン トに加 え、独 自の講演会 ・

勉強会 ・研修会 の開催 を検討 し、製鉄メーカーの賛助会員 を交 えて連携強

化を図る所存です。 【本部他】

n.課 題の解決に向けた方策の検討 ・実施

(1)「適正ヤード推進の強化に向けた関係機関等への働きかけ」

2023年 度に特別委員会 として新たに設置 した 「適正ヤー ド推進委員会」

にて、各支部の委員 を通 し不適正ヤー ドの現状把握等に継続 して努めるこ
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ととし、公正な事業環境の実現 に向けた意見交換 を図ることとします。

当工業会 を管掌す る経済産業省 製造産業局 金属課に継続 して協力を要

請 し、警察庁、環境省、国土交通省等、各種法令 を所管す る関係省庁 ・諸

機 関に対 しても、不適正ヤー ド事業者に対す る法令遵守の指導や違反の取

締 りを強化 していただくよ う、継続 して働 きかけを行います。

さらには、鉄ス クラップが不適正事業者 に流出することがないよ う、関

係の業界団体等にも働きかけを行 うこととします。

【適正ヤー ド推進委員会】

(2)「会員各社へのCO2削 減施策の提案及び定例講演会の開催」

日本鉄鋼連盟がISO規 格に準拠 して5年 毎に見直 しを行 っている鋼材 ご

とのLCIデ ータ及びその計算の前提 となる鉄スクラップのLCIデ ー タに

基づき、2024年12月 に 「鉄スクラップの環境価値」の数値(鉄 製造1ト

ンあた りCO2マ イナス1.39七)が1.28ト ンに更新 されま した。更新 された

新たな数値の内容 を確認するとともに、広報委員会 とも連携 して会員な ら

びに一般への周知 を行ないます。

また、学生を含めた一般の幅広い層の方々を対象 に 「鉄スクラ ップの環

境価値」等の理解促進を図るために、「鉄 のリサイクル」における環境PR

コンテンツを制作 し、広報委員会 と連携 し広範なPRに 努めます。

定例事業 として、有識者を講師 として招 き、資源 リサイ クル ・地球環境保

全分野における新 たな施策及び内外情勢等に関する講演会 を開催 します。

【環境委員会】

(3)「高度な自動車リサイクルの実施:マテリアルリサイクルの促進」

自動車 リサイ クル法の中にあっては、工業会会員は リサイ クルの中枢を

担 う立場にいます(破 砕業、解体業)。 効率的かつ高度な 自動車 リサイク

ルを実現 し、質の高い 「資源循環」が達成できるよ う関係各機 関と協議

します。

特に、今後導入 される 「資源 回収インセンテ ィブ制度」に則 ったマテ リ

アル リサイクル を着実に進めるため、行政 に対 しても積極的に提言 し、

会員各社への情報提供 に努めます。

【自動車 リサイクル法委員会】
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(4)「鉄スクラップの利活用拡大等に向けた取り組み」

2023年 末に発足 した経産省 の 「サーキュラーパー トナーズ」会合に 日本

鉄鋼連盟の連携団体 として普通鋼電炉工業会、特殊鋼倶楽部 と共に参画、

2024年11Eに は 「サーキュラーパー トナーズ」の領域別 ビジョンロー ド

マ ップ検討WGと して発足 した鉄鋼WGに も参加 し、鉄ス クラップの利活

用拡大を推進す る事業に積極的に参画 してまい ります。また、本サーキ

ュラーパー トナーズへの参画を通 じ、鉄ス クラップの品質向上に向けた

取 り組みや新たな技術開発 に対する補助金等 の公的支援実現に向けた働

きかけを行 うこととします。

加 えて、ダス トや非鉄混入等 の製鋼用ス クラップの品質問題 に関する

各支部での取 り組みや、リチ ウムイオン電池等に起因 した火災事故防止策

等に関 して、意見交換や情報共有を進 める とともに、日本産鉄スクラップ

の国際競争力強化等についても議論を行ってい きます。

【本部他 】

(5)「労働安全衛生の強化、徹底に向けた取り組み」

作業現場等における人身 ・物損の事故が依然 として発生 し続 けているこ

とを鑑み、安全水準の向上に向けた取 り組み として、労働安全衛生講習動

画の制作 と配信や作業現場等での危険を実際に肌で感 じ、職場での安全意

識を高めるための 「危険体験学習会」を開催 し、労働災害撲滅 に向けた活

動を継続 して実施いた します。

また、会員各社 の労働災害事例調査を引き続 き実施 し、労働災害発生の

傾向や要因分析を行い、会員各社が労働安全活動の一助 として活用できる

よ う、情報共有を行 います。

更に、会員各社 の労働安全衛生活動の支援策 として、安全ポスターの制

作 ・配布 、中央労働災害防止協会等で行 われ る労働安全事業に関す る情報

提供 を継続 します。加 えて、普通鋼電炉工業会の協力 を得 て、過積載防止

ポスターを制作 し、会員各社への啓発 と注意喚起に努めます。

災害共済会保険(施 設賠償責任保険及び労働災害総合保険等)に ついて

は、その内容 を検討 し会員各社に紹介す るとともに、前年度か ら開始 して

いる電子 申請化 を推進 します。

【業務対策委員会】

(6)「港湾整備等の促進に向けた取組み」

世界的なカーボンニ ュー トラルの流れ によ り今後鉄 スクラップの需要

増が見込まれ るなか、国内では港湾や陸上輸送に関わる物流の合理化が必
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要 となっています。港湾設備や海上輸送を更に効率化 して利活用す るため、

情報収集 ・議論 を行います。

また、引続き国土交通省が主管す る 「リサイ クルポー ト推進協議会」内

に設置 されている 「国際資源循環部会」での議論 も参考 に、鉄スクラップ

船積み港の整備や複数港積み を含 めた港の有効活用について議論 ・進言 し

ていきます。

【港湾委員 会 】

(7)「国内外の鉄スクラップの流通に係る課題解決に向けた取 り組み」

鉄スクラップの国内流通や輸出に係 る全般的な情報を収集 ・発信す るこ

とで会員各社の事業活動 を支援 します。国内流通にかかわる諸課題(物 流

の効率化等)を 取 り上げ、業界がより良い方 向に向か うべ く支援 します。

【商社流通委員会】

(8)「若手、高齢者、外国人等 、雇用確保の多様化等に向けた取り組み」

①少子高齢化の進展 に伴 う人材確保が困難 な中、鉄スクラップ業界 におい

ても人材確保 は極 めて困難な状況にあ ります。 この傾向は、将来 に亘 り

一層深刻化が予想 されてお り、若手人材や高齢者雇用の確保 に加 え、外

国人材の雇用を確保す るための情報収集等、雇用の多様化 に向けた対応

への活動を行います。

【業務対策委員会 ・本部】

② 次世代 を担 う若 手 の人材育成 を 目的 と し知見 を広 げる活 動 で ある 「新発

見セ ミナv--21」 に関 し、 昨今 の業 界 トレン ド等 も考慮 に入れ 、時代 のニ

ーズ に合 致 した有益 なセ ミナー とな る よ う
、企 画 ・検討 を行 ってまい り

ます。

【広 報委 員会 】

(9)「鉄スクラップの需給関連データの収集、分析」

資源 ・環境 を巡 る内外情勢 を迅速 かつ的確 に把握するため、関連情報の

調査分析、情報収集 に努めます。 この うち鉄 スクラップ需給の関係 では、

市場調査を主要事業 とす る(一 社)日 本鉄源協会 と緊密 な連携 ・協力を図

ることとします。 【本部他】
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皿.鉄 スクラップの一層の循環促進についての行政や関連団体との議論 ・協議

(1)「国内の行政や鉄鋼関連団体との意見交換の推進」

鉄スクラップ業のカーボンニュー トラル に向けた今後の対応策や不適正

ヤー ド事業者の法令遵守等に関 し、経済産業省金属課 、環境省並びに警察

庁をは じめ地方 自治体 とも意見交換 を行い、効果的な対応が図 られ るよう

努めます。

加えて、普通鋼電炉工業会 との意見交換や経産省 「サーキュラーパー ト

ナーズ」への対応等 に関 し日本鉄鋼連盟等 とも連携 を密に行 うとともに、

他の鉄鋼業界関連団体 との意見交換 を通 じ的確 な対応 が図 られ るよう努め

ます。

【本部他】

(2)「諸外 国の鉄スクラップの利活用拡大やカーボンニュートラルに向けた動向等

の情報収集」

BIRやReMAを は じめCAMUやKOSA等 、諸外国の関係団体 との相互交流 を

継続 し、欧米やアジアにおけるネ ッ トワー クを通 じて、諸外国の鉄 スクラ

ップの利活用拡大やカーボンニュー トラルの動向等に関す る情報収集 に努

めます。

また、国際会議等の場で 目本の優れた鉄 リサイクル システムや技術を引

続 き発信 していくことによ り、 日本の鉄 リサイ クル業のプレゼンスの向上

に努 めます。

【本部他】

N.鉄 リサイクル業界の社会的認知度の向上

(1)「内外に向けた情報発信の強化:工 業会ホームページの更なる充実化等に向

けた取り組み」

工業会の本部、各支部 ・委員会が実施す る各種事業活動等に関 し、前年

度に引き続 き定例会長記者会見を開催 し、内外に向けての発信強化 を図 り、

工業会活動の積極的なPRに 努 めます。

特 に、2025年 は当工業会が1975年7月1日 に創設 されてか ら50周 年

の記念すべ き年であ り、会員各社に記念品を贈呈す ることも含め、広範 な

PR活 動を展開す ることといた します。

また、工業会ホームページについては、業界紙記者 による市況解説動

画の発信など内外に向けた有益な情報やタイム リーな情報 を掲載 し、充実
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化に努 めるとともに利便性 を高 め、多くの方 々に閲覧 していただけるペー

ジ制作 に努めます。

【広報委員会 ・本部】

(2)「機関誌の更なる充実化に向けた取り組み」

工業会の活動報告 、業界事業の紹介や各地の トピックス等 を掲載す る機

関誌 『鉄 リサイクルニュース』を発行 します。掲載記事については広 く投

稿 を呼び掛け、紙面の充実化を図 ります。

【広報委員会 ・本部 】

(3)「鉄スクラップの環境価値のPRの 継続」

今年度も 「鉄スクラップの環境価値」のPRを 継続 し、対外発信 を積極的

に取 り組んで参 ります。 日本鉄鋼連盟よ り新たに公表 された 「鉄ス クラッ

プの環境価値」(CO2マ イナス1.28t)に ついては、環境委員会 とも連携 し

て積極的なPR活 動 を行ないます。具体的には既存YouMbeの15秒 動画

に音声等を追加す るなど再加 工を行ない新たなPRツ ールを構築 し、ター

ゲ ッ トを絞 った効果的な発信に努めてまい ります。

【広報委員会 ・本部 】

以 上
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